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１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 2,089 14.5 133 73.4 142 63.1 54 6.3

2023年３月期第２四半期 1,825 14.8 76 260.6 87 206.1 51 192.7
(注) 包括利益 2024年３月期第２四半期 234百万円( 0.4％) 2023年３月期第２四半期 233百万円( 803.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 14.83 ―

2023年３月期第２四半期 13.96 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 4,469 2,718 39.3

2023年３月期 4,048 2,511 40.6
(参考) 自己資本 2024年３月期第２四半期 1,754百万円 2023年３月期 1,644百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 ― ― ― 3.00 3.00

2024年３月期 ― ―

2024年３月期(予想) ― 3.00 3.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,950 5.8 213 29.2 220 23.3 115 20.5 31.37
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 3,673,320株 2023年３月期 3,673,320株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 7,235株 2023年３月期 7,168株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 3,666,110株 2023年３月期２Ｑ 3,666,209株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や所得環境の改善が進み、消費者物価の上昇の影響

を受けながらも景気は緩やかに持ち直す傾向にあります。一方、ウクライナ情勢の影響等によるエネルギー価格の

高止まり、原材料価格の高騰など依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、当社グループにおいて産業資材事業は円安の影響による海外取引コストに注視し、

的確な需要量の把握に努めながら顧客ニーズに沿う形で販売・購入交渉を行いました。マット事業部は海外中心に

既存先に加え新たな取引先との製品開発を進めました。食品事業は生産コストが上昇するなか採算性を見直しなが

ら取り組みました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,089百万円（前年同四半期比14.5％増)、営業利益は133百万円

（前年同四半期比73.4％増)、経常利益は142百万円（前年同四半期比63.1％増)となり、親会社株主に帰属する四半

期純利益は54百万円（前年同四半期比6.3％増)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（産業資材事業）

黄麻商品は、昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響によるロックダウンなどで海上物流が混乱し、在

庫確保のため需要より多く仕入れていた取引先が多くありました。そのため、今年度は在庫調整が行われて売上

が伸びず、円安の影響も受け、減収減益となりました。包装資材は昨年同様に推移しております。その結果、売

上高は330百万円と前年同四半期に比べて49百万円(13.0％)の減収、営業利益は6百万円と前年同四半期と比べて

18百万円(74.3％)の減益となりました。

（マット事業）

自動車用フロアマットの国内の販売は、半導体不足の緩和・部品調達の改善により自動車メーカーの生産が回

復して出荷数量が伸び、増収となりました。海外の販売は、新規顧客の開拓が進み、ドル高も影響し、増収増益

となりました。その結果、売上高は1,115百万円と前年同四半期に比べて322百万円(40.6％)の増収、営業利益は

109百万円と前年同四半期に比べて101百万円(1169.2％)の増益となりました。

（食品事業）

パスタは、天候不良などによる穀物価格の高騰、原油価格の高止まりなどの影響で原材料価格が上昇し、値上

げを試みるものの価格転嫁が間に合っておりません。また、相次ぐ値上げにより買い控えが起こり、家庭用商品

の販売に影響を与えています。一方で飲食業向けのパスタ、ソースの販売は、順調に推移しております。その結

果、売上高は642百万円と前年同四半期に比べて8百万円(1.2％)の減収、営業利益は16百万円と25百万円(61.6％)

の減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は4,469百万円、前連結会計年度末と比較して421百万円の増加とな

りました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加173百万円と現金及び預金の増加93百万円、商品及び製品の増加

51百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は1,750百万円、前連結会計年度末と比較して214百万円の増加となり

ました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加186百万円と短期借入金の増加80百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,718百万円、前連結会計年度末と比較して207百万円の増加とな

りました。主な要因は、利益剰余金の増加43百万円と為替換算調整勘定の増加59百万円、非支配株主持分の増加96

百万円であります。この結果、自己資本比率は39.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、2023年11月10日の業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,285,904 1,379,298

受取手形及び売掛金 595,312 768,702

商品及び製品 224,233 275,428

仕掛品 244,869 257,024

原材料及び貯蔵品 310,136 358,324

その他 42,058 32,960

貸倒引当金 △689 △738

流動資産合計 2,701,827 3,070,999

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 186,345 185,338

土地 829,345 855,240

その他（純額） 94,629 100,206

有形固定資産合計 1,110,320 1,140,785

無形固定資産 30,065 30,304

投資その他の資産

投資有価証券 121,819 130,044

関係会社出資金 12,614 11,624

繰延税金資産 41,992 57,592

その他 31,832 30,371

貸倒引当金 △2,225 △2,225

投資その他の資産合計 206,033 227,408

固定資産合計 1,346,418 1,398,498

資産合計 4,048,246 4,469,497

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 298,577 485,191

短期借入金 30,000 110,000

1年内償還予定の社債 35,000 170,000

1年内返済予定の長期借入金 166,967 155,209

未払法人税等 1,684 15,142

賞与引当金 27,290 58,343

その他 169,335 169,829

流動負債合計 728,855 1,163,716

固定負債

社債 230,000 75,000

長期借入金 306,449 233,644

繰延税金負債 41,263 62,317

退職給付に係る負債 227,652 214,668

長期預り保証金 1,500 1,500

その他 1,157 136

固定負債合計 808,022 587,266

負債合計 1,536,878 1,750,983
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 847,726 891,108

自己株式 △5,438 △5,492

株主資本合計 1,506,631 1,549,958

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △22,797 △14,941

為替換算調整勘定 160,525 219,573

その他の包括利益累計額合計 137,728 204,632

非支配株主持分 867,008 963,923

純資産合計 2,511,368 2,718,514

負債純資産合計 4,048,246 4,469,497
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 1,825,201 2,089,868

売上原価 1,387,285 1,593,296

売上総利益 437,915 496,571

販売費及び一般管理費 361,032 363,264

営業利益 76,882 133,307

営業外収益

受取利息 896 2,438

受取配当金 3,600 3,630

持分法による投資利益 590 55

為替差益 10,550 8,489

その他 3,032 2,419

営業外収益合計 18,670 17,033

営業外費用

支払利息 3,791 3,163

社債発行費 2,057 -

支払保証料 1,134 1,092

リース解約損 - 2,066

その他 931 1,039

営業外費用合計 7,914 7,362

経常利益 87,638 142,978

特別損失

固定資産除却損 687 -

特別調査費用 - 6,904

特別損失合計 687 6,904

税金等調整前四半期純利益 86,950 136,074

法人税、住民税及び事業税 5,289 22,154

法人税等調整額 19,658 8,661

法人税等合計 24,948 30,816

四半期純利益 62,002 105,258

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,824 50,878

親会社株主に帰属する四半期純利益 51,178 54,379
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 62,002 105,258

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,096 7,856

為替換算調整勘定 175,183 121,914

持分法適用会社に対する持分相当額 423 △568

その他の包括利益合計 171,510 129,202

四半期包括利益 233,512 234,460

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 133,001 121,283

非支配株主に係る四半期包括利益 100,511 113,176
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 379,649 792,990 651,030 1,823,669 ― 1,823,669

　その他の収益 ― ― ― ― 1,531 1,531

　外部顧客への売上高 379,649 792,990 651,030 1,823,669 1,531 1,825,201

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 379,649 792,990 651,030 1,823,669 1,531 1,825,201

セグメント利益 25,300 8,641 41,736 75,678 1,204 76,882

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

３.その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント その他
(注)１

合計
産業資材事業 マット事業 食品事業 計

売上高

　顧客との契約から生じる収益 330,394 1,115,045 642,966 2,088,407 ― 2,088,407

　その他の収益 ― ― ― ― 1,460 1,460

　外部顧客への売上高 330,394 1,115,045 642,966 2,088,407 1,460 2,089,868

　セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 330,394 1,115,045 642,966 2,088,407 1,460 2,089,868

セグメント利益 6,493 109,672 16,030 132,195 1,111 133,307

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

３.その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。
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３．その他

（１）役員の異動

① 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 中本 広太郎 2023年７月７日

② 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役副社長
兼管理本部長

取締役
管理本部長

山村 貴伸
2023年７月19日

代表取締役社長
兼管理本部長

代表取締役副社長
兼管理本部長

2023年８月21日

取締役 代表取締役社長 宮森 宏和 2023年８月21日

　


